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【学会記事】

マ イケル ・サ ンデル教授特別講演会

1999年4月20日,京 都 大 学 図 書 館AVホ ー ル にお い て,ハ ー バ ー ド大 学 の 気 鋭 の 政

治哲 学 者 マ イ ケ ル.J・ サ ンデ ル教 授(ProfessorMichaelI.SandeDの 特 別 講 演 が お こ

な わ れ た 。 これ.は,京 都 大学...一一ハー バ ー ド大 学 共 同研 究 委 員 会 が 企 画 し た 「現 代 資 本

主義 シ ス テ ム にお け る市 民 社 会 の 変 容一一..日 米 社 会 比 較 研 究 」 の・...環で,そ の.・部 を京

都 大 学 経 済 学 会 と の共 催 と した もの で あ る。 企 画 の 全 体 は,と も に 来Hし た,や ば り

ハ ーバ ー ド大学 で 現 代 文化 論 を研 究 して い る.夫人 の キ ク ・ア ダ ッ ト教 授 の 講演,日 本側

で の講 演.者4名 に よ る2日 間の シ ン ポ ジ ウ ム と して お こ な わ れ た。

サ ンデ ル講 演 の タイ トル は,「 市 場 の 道 徳 的 限 界1で,道 徳 の 立 場 か ら して 売 買 で き

な い もの はあ り うる か とい う問 い か けか ら 出発 して,個 人 の 内 面 か ら.社会 の成 立 根拠 に

まで 及 ぶ議 論 が展 開 された.保 守 的 で な い 二Jミュ 三 夕 リア ンの 立場 が窺 が わ れ る 講 演 で

あ っ た 、 その 後,日 本側 講 演 者 を 交 え て,リ ベ ラ リズ ム と対 比 した コ ミュ ニ タ リア ニ ス

ム の位 置付 け,日 米 にお け る コ ミュ ニ テ ィの 合 意形 成 の差 違,有 場 経 済化 の現 実 と規制

の.呵.能性 につ い て討 論 が お こな われ た。 「公 共`1生 の あ り方 を め ぐる 議 論 が よ うや く焦

点 に な っ て きた 日本 の思 想 状 況 も考 え.合わせ られ,有 益 な講 演 会 で あ っ た 。.

(八 木 紀 一 郎)

社会経済史学会 第68回 金国大.会

経 済 史 ・社 会 史分 野 で 日本 を代 表 す る 学 会 で あ る社 会経 済 史 学 会 の 全 国 大 会 が,1999

年5月29n・30日 の 両H,京 都 人 学 法経 本館 ・文 学 部 新館 ・事 務 局 本 館 を会 場 に開 催 さ

れ,延 べ800名 を超 え る 多 数 の 参加 者 を得 て 成功 裏 に 終 了 した 。

初 日 に は,自 由 論 題 報 告,パ ネ ル ・デ ィ ス カ ッ シ ョ ン,会 員 総 会,会 員懇 親 会(会

場:京 都 大学 生 協 中 央 食 堂)が 行 わ れ,2ri目 に は 共 通 論:題報.告が 行 わ れ た 。

初1」の 自由 論 題報 告 で は,7つ の 会場 に お い て,9時 開始 の 第1報 告 よ り1511終.rの
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第6報 告 まで,41の 報 告 が な され た、 こ の報 告 数 は近 年 の社 会経 済 史学 会 全 国大 会 の 中

で も 目立 っ て 多 く,本 大 会 の盛 況 ぶ りを示 す 数 字 で あ る。 第1会 場 か ら第3会 場 は主 と

して 日 本 史 を 主題 とす る報 告 に あ て ら れ,第4会 場 か ら第6会 場 で は 西洋 史,植 民 地 史,

国際 関係 史 の 報告 が な さ れ た。 ま た第 ア会場 で は束 ア ジ ア 史 関連 の 報 告 が な され た。

パ ネ ル デ ィ スカ ッシ ョン の時 間 帯 にお いて は,第2会 場 を除 く6つ の 会場 に て 並行 し

て討 論 が な さ れ た。 それ ぞ れ のi:題 は 以.ドで あ る。① 「東 ア ジ ア環 境 史の 動 向 と課 題 」,

② 「グ ロ ー バ リゼ ・一シ ョン と国民 経 済 の 選 わ{」,③ 「取 引 制 度 の 鋒 済 史」,④ 「ア ジ ア太

平洋 地域 間:競争 の ダ イナ ミ ズム」,⑤ 「マ ッ クス ・ウェ ー バ ー・と ロ シ ア革 命 」,⑥ 「金 融

の地 域 性 と電 層性 銀 行.合同 の 検 討 を通 じ て」。 い ず れ の 会 場 で も,活 発 な 質疑 応 答

が な され,.・ 部 の 主題 につ い て は,そ の後 輪 文集 の形 で 出版 もな され て い る(秋 冗 英 一

編 著 『グ ロ・...バ1.1ゼー シ ョ ン と国民 経 済 の 選択 』,東 京 大学 出版 会,2001年)、 、

大 会2日 卜1,9時30分 か ら17峙 に わ た っ て法 経 本館 第4教 室 に お い て 開催 され た 共 通

論 題 の 主 題 ぱ,「 地 域 統 合 の 歴 史 的 諸 形 態 」 で あ る.渡 辺 尚(京 都 大 学,以 卜'いず れ も

所 属 は大 会 開 催 時 の もの 〕 が オー ガ ナ イザ ・一を,III本 有 造(京 都 大 学),杉 原 薫(大 阪

大学)の 両 名が 司 会 をつ とめ た。

共 通 論 題 にお いて は,ま ず 渡 辺 に よ って 問 題 提 起 が な され,続 いて 近 現 代 ヨー ロ ッパ

史 に題 材 を と った 以 下 の4本 の研 究 報 告 が な され た 、 ① 佐 藤 勝 則(東 北 大 学9「 統 合

ヨー ロ ッパの 一 源 流一.....ハプ スブ ル ク帝 国 にお け る「 重 ∫i:義体 制(18617-1918年)j,②

小 島健 〔立.IL大 学)「 ペ ノレギ ー の 戦 後 再 建 と欧 州 経 済 統 合 」,③ 黒 澤 隆.文(広 島 大 学)

「経 済 的 地域 統 合 と ス イ ス に お け る 制 度 的 統 過 程」,④ 今 久 保 衆 生(京 都 大 学)「 戦

間 期 ド イツ電 機 企 業 の 欧 州 事 業 展 開 と地 域 統 合 」、 以 ヒの4報 告 の 後 に,橋 本寿 朗(東

京 大 学),浜 卜.武志(東 京 大学)のu'4Y,に よ る[本 ・ア ジ ア 史研 究 の 立 場 か らの コ.メ ン

トが 行 わ れ,こ れ.らを受 け て 般 参 加 者 と報 告 者 の 問 で 質疑 応 答 が な され た.

この う ち 問題 提 起 お よび 各 報 告 の 内 容 は,質 疑 応:答 の 内 容 も 踏 ま え て 文 章 化 さ れ,

『ヨー ロ ッパ の 発 見....地域 史 の 中 の 国 境 と市 場 」(渡 辺 尚 編 著,有 斐 閣,2000年)と し

て す で に 公刊 され て い る,,ま た共 通 論 題 で の討 議 内容 に つ い て は,以 下 の報 告が 発 表.さ

れ て い る 。 渡 邉 尚 ・黒 澤 隆 文 著 「〈コ ン フ ァ レ ン.ス ・レポ ー ト〉 第68回 全 国大 会 共 通 論

題 「地 域 統 合 の 歴 史 的 諸 類 型 」」,『社 会 経 済 史学 」67巻2号(200!年7月 刊),8393

ペ ー ジ。

(今 久 保 卓 生)
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上地制度史学会1999年 度秋季学術大会

土 地 制 度 史学 会 の1999年 度 秋 季 学 術 大 会が,京 都 大 学 経 済学.会 の 後援 を受 け て,1999

年10月30日(十),31f.{〔:日 〉 の{Ilm,京 都 大学 吉 田 キ ャ ンパ ス 内 で 開催 され た 、.、

第!日Llに は,自 由論 題 報 告 が,4つ の分:科・会場 に 分 か れ て行 わ れ た 。 自由論 題 の 報

告 数 は,21本 で あ り,こ の うち4本 が 本 学 大 学 院生 に よ る もの で あ っ た 。

第2日 目は 共 通 論 題 報 告 で あ り,「.199(〉年 代 不 況 σ)世 界 史的 意 義」 とい う統.一 テ ー マ

の 下 に,午 前1.1.12つ の セ ッシ ョン に分 か れ て報 告 ・詞'論 を 行 い,そ の 後2つ の セ ッ シ ョ

ン を合 同 した 総括 セ ッシ ョ ンで討 論 を続 行 した 。

第.・セ ッシ ョ ンで は 「1990年 代 不況 と 日本」 とい うテ ・一マ の ト.で、 田 畑 保 氏(明 治 大

学)と 松 野 周 治氏(立 命館 大 学1が 司 会 を担 当 し,次 の3本 σ)報告 が な され た 。

① 久 保 新 ・(関 東 学 院 大 学)「 戦 後R本 資 本 主 義 の 危 機 冷戦 後 世 界llf編 との 関 連

で.一 」

② 岡 田 知 弓∠、 〔京 都 大学)「1990年 代 大 不1昆 と地 域 経 済 の 構 造 変 化 」

③ 金 子 勝(法 政 大 学)「 グロ ー バ ル 化 へ の 対 抗 戦 略 」

久.保報 告 は,1990年 代 不 況 の 現 局 面 を,ME化,情 報 化,経 済 の グ ロー バ ル化 を軸 に

した冷 戦 後 の 世 界 再 編 と戦 後[本 資 本 主 義 の 構 造 的 危 機 の 展 開 過 程 との 関 連 で 、 分 析 し

た もの であ る。

岡 田報 告 は,資 本 蓄積 の グ ロ ー バ ル 化 とそ れ に よ る 国 内 地 域 経 済 の構 造 変 化 を,「 二

重 の国 際 化 」 とい う独 白の 視 点 か ら分 析 す る こ と を通 じて,90年 代 不 況 の 実 相 と歴 史的

特 徴 を 明 らか に した 。

金 了・報 告 は,覇 権 国 シ ス テム の 歴 史的 現 在 と グp一 バ リゼ ー シ ョンの 歴 史 的意 味 を問

うこ とな しに は90年 代 不 況 の 性 格 が 捉 え られ な い とい う視 角 か ら,90年 代 不 況 の 特 質 を

解 明 し,同1時 に,市 場 原 理 主 義 と は異 な る立 場 か ら グロ ーバ リズ ムへ の対 抗 戦 略 を提 起

した。

第:..:セッ シ ョン で は,「1990年 代 の ア メ リ カ と ヨ・一口 ッパ 」 を テ ー マ に,小 野 塚 知三

民(東 京大 学)と 斎 藤叫 氏(中 央 大 学)の 司 会 に よ っ て,以 下 の3報 告 が な され た 。

① 藤 岡 惇 韓 命 館 大学)「 ア メ リカ の 経 済 覇 権 の 回復 を支 え て い る もの 軍 民 統 合

政 策 の 意義 とそ の 限 界」
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② 中本悟(大 阪市 立大学〕 「1990年代 アメリカ経済 の国 際的側 面」

③ 石 原俊時(立 教大学)「 ボルボとスウェーデ ン ・モデル」

藤 岡報告 は,ア メ リカの経済覇権の回復 を支 えてい る軍民統合政策 の意 義を検討 した

うえで,と りわけその経済的軍事的覇権構造強化策の 限.界を指摘 した。

中本 報告 は,1990年 代 アメリカ経済の諸特徴,特 に アメ リカ株式市場の構造変化 とそ

.の国際 的側面 を分析 した うえで,「 ニ ューエ コノ ミー」論 の問題点 を論 じた。

石 原報告 は,ボ ル ボ社の歴史的展開過程 について,ス ウェーデンにお けるボルボイズ

ム とフォーディズムの確 執か ら分析 した うえで,ス ウェーデ ン ・モ デルとボルボ イズム

の歴 史的性格 と,.ボ ルボイズムを生み出 したス ウェー デン経済発展の特質 を明 らか に し

た。

共通 論題の テー マが1990年 代不 況 とい う現下の 問題 を対象 に してい るこ とか ら,各

セ ッシ ョン,総 括 セ ッシ ョンとも,90年 代の 日本の大不況 とア メリカの 「ニ ューエ コノ

ミー」や世界経済の現状 をいかなる性格,歴 史的段 階の もの と して把握す るべ きか をめ

ぐって活発 な議論 が展開された。 また,そ れ との関係で,経 済政策や グローバ リズムに

対抗するオール タナテ ィブをいかに構想 するか とい う論点について も激 しい討論が展開

された。 とりわ け,本 セ ッシ ョンでは,金 子勝氏 や中本悟 氏 ら,非 会員 か らの報告が組

み込 まれたために,方 法論 や視角 の違 いによる論 点 も明確 とな り,非 常 に刺激 的な討 論

がな された といえる。 また,今 回のセ ッシ ョンでは,従 来踏 み込みが弱 かった政策論 的

な報告 ・議論 がなされたこ とも,大 きな成果 であった。なお,報 告 及び討論 の詳細 につ

いては,『 土地制度 史学』第1673'(2000年4月 〉 に所収 されているので,参 照願 いたい。

(岡田知 弘)

ロベ ール ・ボワイエ教授特別講演会

1999年12月 ユ7日,フ ラ ン スの 数 理 経 済 計画 予 測研 究 所(CEPREMAP)お よ び国 立 科

学研 究 所 〔CNRS)の ロベ ー ル ・ボ ワ イ エ 教 授(ProfessorRobertBoyer)の 講 演 会 が

お こな われ た。

講演 タイ トルは 「日本 経 済 の 複 数 の 進化 可 能性 」 で,レ ギ ュ ラ シ オ ン理 論 の 観 点 か ら

1990年 代 の 日本 経 済 の 停 滞 とそ こか らの脱 出 経路 を論 じた 講 演 で あ った 。 従 業 員 統 合 の
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顕 著 なLI本 型 の レギ ュ ラ シ オ ンは 危 機 に曝 され て い るが,そ 才.しを一 挙 に英 米 型 の 金 融 資

本 主義 的 な レギ ュ ラ シ オ ン様 式 に転 換 させ る こ とが 現 実 の選 択 肢 と は い えず,い くつか

の 混合 型 の組 み合 わせ が あ る とい う 内容 で あ った 。 討 論 で は,ア メリ カ の ニ ュ ・一・エ コ

ノ ミー一の理 解 や かつ て の レギ ュ ラ シ オニ ス トの 日本 経 済 論 と の 関係 な どの トピ ック も と

りあ げ られ た 。[本 の現.在 の経 済 的 危 機 を,制 度 的 あ る い は比 較 的 な観 点 か ら考 え る た

め に も有.益な 講 演 会 で あ っ た 。

(八 木紀 』郎)

マ リア ン ヌ ・ リ ュ ビ ン シ ュ テ ー ン講 師 特 別 講 演 会

2000年2113[.1,京 都 大学 とパ リVII大 学 の:交流 協 定 に よ って 来 日 中の マ リ ア ンヌ ・

1」ユ ビ ン シュ テ ー ン講 師(MarianneRubin5tein;ParisVII)の 講演 会 が お こな わ れ た 。

お り しも京都 滞 在 中 の ア リ ス ・ア ム スデ ンMIT教 授 も参 加 し活 発 な会.合 に な っ た.

演 題 は,「 コー ポ レー ト ・ガ バ ナ ン ス と 技 術 革 新 」(CorporateGovemanceand

TechnologicalInnovation)で,従 業 員 を含 め た ス テ ー ク ホー ル ダ ー・の 観 点 か ら.コ ー

ポ レ・一ト ・ガバ ナ ン ス を捉 え,そ の 視 点 か ら 日本 企 業 を考 察 しよ う とす る もので あ っ た。

討 論 で は,彼.女 が ベ ー ス に お い て い る レ ギ ュ ラ シ オ ン理 論 の ほ か,比 較 制 度 分 析

(CIA)の 視 点,経 済 発農 論,経 営 史 の 視 点 な どが 持 ち出 され,相 互 の共 通 点 や 相 違 点

が 炙 り出 さ れ有 益 で あ った 、、

〔八木 紀.・郎 〕

ローレ ンス ・モス教授特別講演.会

2000年3月 鳩 目,北 米 の 経 済 学 史 学 会(11Mの 重 鎮 で あ る ロー レ ンス ・モ ス教 授

(Profess〔)rLawrenceS,Moss二BabsonCollege;の 講 演 会 が お こ な わ れ た。

講 演 タ イ トルは 「オ ー ス トリア学 派 の経 済学:と古 典 的 思 考実 験 の放 棄 」 で あ っ た 。 そ

れは,か一 ス トリア学 派 が そ の成 立 の は じめ か ら古 典派 と異 質 な 思 想 潮 流 で あ っ た とす

る昨 今 の 理 解 を批 判 して,カ ー ル ・メ ンガ ー もベ ーーム;バ ヴ ェル ク も古 典 派 的 な.考え を
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モ デ ル化 してそ の理 論 の なか に取 り.入れ て い た とす る もの で あ っ た,討 論 で は,古 典 派

モ デ ルの 位 置 付 け や,そ れが 放 棄 され,オ ・.一ス トリ ア学 派 の 主 観 主 義 の 「純 粋 化 」 あ る

い は 「急 進 化 」 が 生 じた の は なぜ か とい う問 題 につ い て 意 見 が 交 わ され た。 ア メ リ カの

オ ー ス トリ ア学 派 の実 態 につ い て の 知 識 も得 られ,有 益 で あ った 。

(八 木 紀 一 郎)

トニ ー ・ロ ー ソ ン教 授 特 別 講 演 会

2000年3.月27目,ケ ン ブ リ ッ ジ大 学経 済 学 部 の 批 判 的 哲 学 者 で あ る トニー ・ロー ン.ン

教 授(Professor"ConyLawson)の 講演 会 が お こな わ れ た 。

講 演 タ イ トルは 「経 済学 に お け る批 判 的 リ ア リ ズ ム と道 具..11」 で,経 験 的 な現 象 の

背 後 に構 造 や 潜 勢 力 を想 定 し1現 象 にお け る傾 向性 を捉 え る とい う1批 判 的 実 在 論 」 が

説 明 され た 。 学 外 か らの 参 加 者 を交 え た 討 論 で は,ロ ー ソ ン教授 の ポ.ス ト ・ケ イ ン ジ ア

ン的 な経 済 学 との 関 係,形 而.L学 的 な存 在 論 との 関係,マ ル クス 主 義 唯 物 論 との 関 係 、

「傾 向 」 の捉 え 方 につ い て な ど活 発 に意 見 が や り と りされ た 。

(八 木 紀 ・郎)

ア ラン ・ギバー ド教授特別講演会

2〔)00年5月16目,ミ シ ガ ン大 学 の ア ラ ン ・ギ バ ー ド教 授(ProfessorAllanGibbard)

の 特 別 講 演 会 が お こな わ れ た 。

ギ バ ー ト教授 は 倫 理 学 者 で あ る が,し ば しば 経 済 学.背 と と も に研 究 を お こ な い,ギ

バ ー ト=サ ター ス ウェ イ トの定 理 で 名高 い 。 今 回 の講 演 の タ イ トル は 「合 理性 の 概 念1

で,推 論 と感 情 の 両 面 に わ た っ て.合理 性 の概 念 を検 討 した もの で あ っ た 。 文学 研 究科 か

ら内 井 惣 七教 授 や倫 理学 を専 攻 す る 大学 院生 も参加 し,学 際 的 な 会 に な っ た 、,経済学 に

お い て 「有 限合 理 性..」「状 況 合 理 性 「そ して 「進 化 的 合 理 性1が 論 じ られ は じめ て い る

なか で,意 義 深 い 講 演 で あ っ た。

〔八木 紀 一郎 〕



9呂 〔98) 第170巻 第1.号

日本現代中国学会第50同 大.会

2000年10月21-22日,日 本現代 中国学 会第50回.k会 が京 都大学経済学会 の後援 を得 て

京都大学 本部構 内で 開催 され.た、,4分科会,2共 通 論題全体会 で30の 報告 を得,.ま た約

三.百を数 える学会 史上最高の参加者 を得,盛 会の うちに終了 した。報 告 された.全内容 を

詳 しく紹 介す る余裕が ないの で,以 下 に全 テ・一マ を掲 げ,報 戸rに代 える。

自由論題

1}文 学 ・思想分 科会

茅盾の作 家精 神における北 欧神話 の影響 について 白井垂範

丁玲1新 的信 念コ および 『我在霞 村.的時候」 について 金ス ンオ グ

中国民 国文壇 と厨川 白村 工藤'賞正

7知覚回想録』 について 柿 本裕 子

中国同時代 詩の詩学一 現 代性 をめ ぐって..是 永駿

中国人ア メリカ留学生の出.発....一議氷る・をめ ぐって 牧野格.ゴ・

2>歴 史 ・社会分科会

1920年 代奉天華商資本の倒 産 について ト.田買 子

満州国成 立以前の中国東北部の教育政策 と朝鮮民族教育 権事後

接収 と}1∫編19絹 年代後半の台湾工業一 北波道.了・

中国国民党革命委員会の結成 と人民政治協商会議

何香凝 を中心 と して一...竹 内理樺

中国におけるウェーバ ー研究一 最近 の動向 の初 歩的素描 藤村俊郎

中国Ilr典音楽 のほ重性思想 王延平

3)政 治 ・法律 分科会

「.・国両制」 と香港法一 返還 後の基 本法訴訟 から一 広江 倫チ

中台経 済統 合の可 能性 と障壁 竹内孝 之

中国の最 近の環境 政策 と課題 北 川秀樹

中国の村 民 自治改 革における農村宗族 勢力の影響 張文明

転換期の中国外x-1990T… 代 を中心 に 李延江

中国 における法人犯罪 羊体問題 宇野.和夫
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4)経 済分科会

中国経済の地域構造 と産業構 造について 毛三良

西部 開発戦略 の行方 詐血球

華南農 村.における農業大規模 経営 の形成 と課題 森路未央

郷鎮 企業の資金調達ルー トの変化 と資.金不足問題 白石麻保

中国における企業 システムの進化一......所有制構 造改革 によるコーポ レー ト ・ガバ ナン

スの構築.一一.余 勝 祥

中国金融改革 と中国経 済の資 本「義 的再編 五味久壽

共通論題1中 国にお ける現代 中国研 究の50年

中国社会主義の歴史的位置付 けに関する.試 論 楊奎松

中国の多種経済形式が並存する中の国家資 本L義 銭津

共通論題 π 現代 中国研 究の50年

現代中国研究の50年:中 国政治研 究 小島朋之

現代中国研究の50年:比 較経 済 システムの視点か ら 加藤弘之

口才 におけ る中国近現 代史研 究の現 状 と課題 村田雄一郎

現代 中国文学研 究の50年 阪[直 樹

(大西 広)

伊丹敬之教授特別講演会

2001年2月15日 午後,経 済学研究科 ・経 済学部 のフ ァカル ティ・デ ィヴェロ ップ メン

ト研 究会 と共催で,一 橋 大学商 学部教 授の伊 丹敬之先生の特別講演会が開催 された。 タ

イ トルは 「経営学 の教育 と研究:現 状 と課題 」で,司 会 は曳野孝助教授 が勤め られた。

伊丹先生は,大 学 が 〈知 の貯水池〉 として機 能 しつづけ,そ の内部 を活性化する には何

が必要か とい う視 点か ら,ご 自分の学 部 ・大 学院での経営 学の教育 をふ りか えられ,ま

た大学 を超えた協 働 を提 言 される内容 であった,,

なお,講 演の記録は先 述の研 究会の 『経 済学 ・経 営学 ファカルテ ィ ・デ ィヴェ ロップ
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メ ン ト(FD〕 研 究 報 告書』(2001年3月)に 収 録 され た。

〔八木紀一郎)

中山茂先生特別講演会

2001年2月27日 午 後,繰 済 学 研 究科 ・経 済 学 部 の フ ァ カ ル テ.イ・デ ィヴ ェ ロ ップ メ ン

ト研 究 会 と共 催 で,神 奈 川 大 学 教 授(科 学 技 術 史)の 中 山茂 先 生 の 特 別講 演 会 が 開 催 さ

れ た。 タ イ トル は 「大 学 資 本主 義 〔AcademicCapitalism)」 で,「 科 学 の 民 営 化 」 「大 学

へ の研 究 外 注」 の状 況 を米 国/H本 の 科 学 技 術 統 計 をひ きつ つ 語 られ.た上 で,「 教 育 と

研 究 」 に お け る課 題,さ ら に 「日本 の 大 学 の行 く道 」 に まで 論 じ及 ば れ た。 組 織 形 態 を

も含 む大 学 の 再 編 ・改 革 の なか で,き わめ て示 唆 に とむ講 演 で あ っ た 。

な お,講 演 の 記 録 は先 述 の 研 究 会 の 『経 済 学 ・経 営 学 フ ァカ ル テ ィ ・デ ィヴ よ ロ ップ

メ ン ト(FD)研 究 報告 書 』(200/年3月)にII又 録 され た 。

〔八 木紀...一郎)

ハ ン ス ーペ 一 夕 ー ・ブ ル ソ ナ ー 博 十 特 別 講 演 会

2001年3.月28日 午 後,ア ジ ア 開 発 銀 行(マ ニ ラ)の エ コ.ノ.ミ ス ト,ハ ン.ス ベ 一

夕・.一・ブ.ル ン ナ ー博1=(Dr.Harm.PεterBru【 川er>を 迎 え て 特 別 講 演 会 が 開 催 され た 。

ブ ル ソナ ー.・博 士 の専 門 は 開 発経 済論 で,米 国 で学 位 を取 得 した あ と,イ エ ナ 大 学助 教 授

を経 て,ア ジア 開 発銀 行 に赴 任 され た 。 ア ジア 開 発 銀 行 で は,南 ア ジア 諸 国 の 経 済 分析

と助 吉 活 動 を担 当 され て い る 。

この 講 演 の タ イ トルは 「体 制 移行 と進化 経 済 学 」 で,進 化 的 貿 易 モ デ ル に よ って 東 独

製 造 業 の 国 際競 争 力 の 変 化 を分析 す る と と も に,企 業再 建 の 成 功 例 と され る イエ ナ の 旧

カ ー ル ・ツ ァ イ ス(現 イエ ノブ テ ィ ク)の 経験 を素 材 と し なが ら,.体 制 転換 の 実 態 を語

られ た。 討 論 で は,進 化 的 な経 済理 論 の 視 野 と可 能 性 につ い て も意 見が か わ され,有 益

で あ っ た。

(ノ叉木 辛己一 良匡)
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日本地域経済学会第13回 大会

鶴

日本 地域経済学会第13回 大 会が,2001年10月20日(土),21日(日)の 両 日,京 都 大

学経済学会の後援で,京 都大学吉 田キ ャンパス内で開催 された。

第1日 目は,「21世 紀 地域 経 済学 の課題 と展 望」 と題 して,メ イ ンシ ンポジ ウム を

行 った。シンポジウムでは,ま ず同上 テーマで.滋 賀 大学学長の宮本憲一氏が記念講演

を行 った。同講演は,20世 紀 の 日本の地域経 済学 を牽 引 して き.た宮 本氏が,.自 らの研 究

史を振 り返 りなが ら地域経 済学 の展.開を跡付 け121世 紀 における課題 を明 らかに した も

のであ り,参 加者 とりわけ若い世代 の研 究者 に大 きな感動 を呼ぶ ものであ った。

続い て,中 村剛治郎氏(横 浜 国立大学)の コーディネー トの..ドに,以 下の5つ の報告

に基づ く討論 を行 った。

① 富樫幸一(岐 阜大学)「 集積/ネ 宙 トワー.クをめ ぐる地域 ・空 間政策一 経 済地 理

的な方法の再評価 を通 して一 」

② 高瀬一隆(広 島大学)「 産業 ・企業 の組織的 ・構造 的変化 と地域 システム」

③ 中山徹 僚 皇女 子大学).「地域経済 における公共事業 の位 置付 け」.

④ 芳 野俊郎(京 都創成大 学)「域 内事業者 による 『経 営革新」の動 向 と地域産業振興

支援 政策 の課題一 中小零細企業の地域型存立基盤拡充 の視点 か ら一 」

⑤.多 田慧一郎(岡 山商科大学)「 中山間過疎地域 の動 向 と地方行財 政改革の課題一

地方財政論 ・農村経済論 アプローチの視点か ら」

いずれの報告者 も,現 在 の日本の地域経済学 を構成す る諸分野 の第一線 の研究者 であ

り,富 樫氏 は経済地理学的 アプローチか らの,高 原氏 は企業 ・都市社会学 的アプローチ

か らの,中 山氏 は都市計画 ・公共事業論的 アプローチ からの,芳 野氏 は中小企業論 的ア

プローチからの,多 田氏 は地方財政論 ・農村経済論的 アプローチ か らの現状把握 と研究

上の課題 を各 々展開 し,中 村氏の巧み な司会の もとに活発 な議論が なされた。

第2日 目の午前 中は,自 由論題のセ ッシ ョンであ り,以 下 の3本 の意欲 的な報告が な

された。

① 山縣宏 之(京 都 大学大学院)「 ソフ トウェア産業 と地域 経済一 マイクロ ソフ ト社

の本拠地米 国シア トルの事 例一 」

② 矢吹雄平(岡 山商科大学)「 ネ ッ トワー ク ・マーケ ティン グの地域 モデルー 重層



且02:102} 第 】70巻 第1.号

的 『地 域 マ ー ケ ナ ィン グユ と 『自治 体 マ ー ケテ ィン グ」 の 連 結..一一.1

③ 鈴 木 誠(岐.阜 経 済 大 判 「公 民 協 働 に よ る中 心 市 街 地 活性 化 政 策..岐 阜 県 大 垣 市

で の実 践 を素 材 と して..」

討 論 は,藤 田暁 男 氏(放 送 大 学)の 司 会 の.卜.で行 わ れ,中 村 剛 治 郎 氏(横 浜 国 立 大

学),佐 々木 雅 幸 氏(立 命 館 大 学),八 幡 一 秀 氏(中 央 大 学)が,そ れ ぞ れ 山 縣,矢 吹,

鈴 木 報告 に つ い て コ メ ン ト した う え で,時 間 を超 過 して,活 発 な議 論 が展 開 さ れ た 。

'.「後 か らは
,開 催 地 で あ る京 都II∫の 関係 者 を招 い て 「歴 史都.市 ・京 都 の再 生 と創 造」

と題 す る地 域 公 開 シ ンポ ジ ウ ム を 開催 した,バ ネ ラ ∵ は佐 々 木 雅 幸 氏(立 命 館 大 学),

大 森 賢 氏(京 都.市産 業観 光 局 商 可:部産 業 振 興 課 長),渡 辺 隆 夫 氏(西 陣織 ⊥ 業 組 合 理 事

長),龍 不 可 止 氏 〔京 都 商.1二会 議 所 産 業 部 調 査 課 長),浅 野 令 子 氏(日 本 サ ス テ ィ ナ ブ

ル ・コ ミュ ニ テ ィ ・セ ン ター事 務 局 長)と い う面 々 で あ り,コ ー デ ィネ ー.・タ・一は 岡 田 知

弘(.京 都 大 学 〉 が っ とめ た。 報 告 ・討論 は,そ れ ぞ れ の 立場 か ら京都 の 現状 を どの よ う

に捉 え,歴 史都.市 と して 持続 的 に 発 展 して い くた め には い か なる 方 策 が 必 要 で あ るか を

め ぐっ て な され,パ ネ ラー 問 お よ び フ ロ ア とバ ネ ラ・一の 間 で,刺 激 的 な 意 見 交換 が な さ

れ た。 討 論 を通 して,今 後 の 京 都 の 都 市 政 策 の あ り方 だけ で な く,行 政 や 産 業 団 体,非

営 利 組 織 と学 界 ・研 究 者 との 関 係 の あ り方 につ い て も多 くの 示 唆 が得 られ た こ と は,本

シ ンポ ジ ウ ム の 大 き な 成 果 で あ っ た.な お,本 大 会 の.メ イ ン シ ン ポ ジ ウ ム の 講 演 ・報

告 ・討 論 の 詳細 に つ い て は,i.地 域 経 済 学 研 究 」 第12号(2002年3月)に 掲 載 され て い

る の で,参 照 願 い た い、,

(岡 田知 弘)


